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に生じており (タイプ頻度が高い)､また､それぞれの語桑においても多くの トー クンを持



































































b･ ここで ｢のべかた｣(陳述性)といっているのは､のべたて (declarative)､
たずね (interrogative)､はたらきかけ (imperative)など､ききてに対する








































































































































































































































(a)は 監whatissaid-の直接に対して3､匹)は 巨 緒に帰ろうという欲求に対して3､(C)

















































































































































































(46)仁 :伊東さんは ｡- 手術は初めてですね?
緑:ええ｡あの-雑誌の広告で拝見して､この先生なら信頼できそうだなって - ･｡
仁 :あっはは､それは光栄です｡写真映りは良い人に見えるみたいだな｡
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